
             

             

             

             

             

             

             

 

みんなでつくる 

みんなの未
み

来
らい
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 空気・水・生
い

き物
もの

・天気・自
し

然
ぜん

など、私
わたし

たちのまわりにある状
じょう

況
きょう

の全
すべ

てを「環
かん

境
きょう

」

と言います。また、環
かん

境
きょう

問題とは、私
わたし

たちが生活する身
み

のまわりの状
じょう

況
きょう

が悪
わる

くなって

いることを意
い

味
み

しています。私
わたし

たちが「今も」「これからも」、安
あん

心
しん

して生活していく

ためには、環
かん

境
きょう

を良
よ

くしていくことがとても大切です。 

今、地球上ではさまざまな環
かん

境
きょう

問題が発生していて、未
み

来
らい

の人々
ひとびと

の生活がとても心
しん

配
ぱい

されています。 

だから、より良
よ

い環
かん

境
きょう

、より良
よ

い未
み

来
らい

とするために、みんなで力を合わせて、環
かん

境
きょう

問題に立ち向
む

かっていかなければなりません。 

小
しょう

学
がく

生
せい

のみんなには、どんなことができるでしょうか。 

まずは、どんな環
かん

境
きょう

問題があるのかを知って、お友
とも

達
だち

や家
か

族
ぞく

とも話し合いながら、

環
かん

境
きょう

問題を解
かい

決
けつ

していくための作
さく

戦
せん

を考えて、行
こう

動
どう

していきましょう。 

環
かん

境
きょう

を良くしていくことは、自分の未
み

来
らい

、みんなの未
み

来
らい

のためになることです。 

この本を読
 

んでみて、自分に何ができるのかを考えてみましょう！ 

地
ち

球
きゅう

戦
せん

隊
たい

スクウージャー 
 地

ち

球
きゅう

戦
せん

隊
たい

スクウージャーは、地
ち

球
きゅう

上
じょう

で発
はっ

生
せい

しているさまざま

な環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

から地球を守
まも

り、みんなと一
いっ

緒
しょ

に豊
ゆた

かな未
み

来
らい

をつく

っていくために結
けっ

成
せい

された二宮町立の戦
せん

隊
たい

なのじゃ。 

 みんなは、何色の戦
せん

士
し

になるかな？ 

「環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

」ってなんだろう？ 
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ずっとずっと続
つづ

きますように 

1890 年、一色
いっしき

・中
なか

里
ざと

・二宮
にのみや

・山
やま

西
にし

・川匂
かわわ

の 5 つの村が

一つとなって、人
じん

口
こう

約
やく

4,900 人の吾妻
あずま

村が誕
たん

生
じょう

し、それ

から 45年
ねん

後
ご

の 1935 年、人口は約
やく

8,300 人まで増
ふ

えて、

名前が吾妻村から二宮町
 

へと変わりました。そんな二宮

町は、山や海といった自
し

然
ぜん

に囲
かこ

まれ、気
き

温
おん

も暖
あたた

かいこと

から「住
す

みやすいところ」として発
はっ

展
てん

してきました。 

二宮町となってから 85年後
 

の 2020 年には、人口が約
やく

28,000 人まで増
ふ

えています。人口が増
ふ

えるということ

は、人が住むための場
ば

所
しょ

をつくらなければなりません
 

が、

昔
むかし

の人々
ひとびと

は、自
し

然
ぜん

などをできるだけ残
のこ

すことで、未
み

来
らい

の

人々
ひとびと

にとって住みやすい環境
かんきょう

となるような町づくりをし

てきて
 

くれました。 

例
たと

えば、吾妻
あずま

山は、昔
むかし

も今もこの町の代
だい

表
ひょう

的
てき

な自
し

然
ぜん

の

一つ
 

となっています。これは、未
み

来
らい

にわたって二宮町の住
じゅう

民
みん

から愛
あい

される山として残
のこ

っていくよう、1955 年に吾妻
あずま

山の自
し

然
ぜん

を守
まも

るためのルールがつくられたからです。 

そのほかにも、お風
ふ

呂
ろ

やトイレなどから出るよごれた

水が直
ちょく

接
せつ

川に流
なが

れて行かないよう公
こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

などが整
せい

備
び

され、また、川に落
お

ちてしまったごみを拾
ひろ

い上げる活
かつ

動
どう

や、森
もり

などの自
し

然
ぜん

を守っていく活
かつ

動
どう

など、この町に住む

人々
ひとびと

によって環境
かんきょう

を守っていく 

活
かつ

動
どう

が続
つづ

けられるなど、いつの 

時
じ

代
だい

の人たちも、未
み

来
らい

の住
じゅう

民
みん

の 

ためになることを考えて、行動
こうどう

 

してきてくれました
 

。 

私
わたし

たちには、どのようなことができるでしょうか。 

 自
し

然
ぜん

環境
かんきょう

を守っていくために、私
わたし

たちはどんな行
こう

動
どう

を

していけば良
よ

いと思う？ 

2 

空から見た 

二宮町 

二宮小→ 

←山西小 

一色小 
↓ 

地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！① 



             

             

             

             

             

             

             

             
 環

かん

境
きょう

問題を知るために、どんな方
ほう

法
ほう

で調べるかな？ 

 方法を決
き

めたら、すぐに調べてみよう！ 

今日は、どんな一日
 

にしようかな？ 

地球
ちきゅう

が誕
たん

生
じょう

したのは約
やく

46億
おく

年前
まえ

、人
じん

類
るい

の 

誕
たん

生
じょう

は約
やく

500 万年前、私
わたし

たちに近
ちか

い祖
そ

先
せん

は 

約 20 万年前などと考えられていま
 

す。 

このように「地球」も、「人
じん

類
るい

をふくむ生
い

き物
もの

たち」も、

とても長い年月をかけて、誕
たん

生
じょう

や進
しん

化
か

などをくり返
かえ

して

き
 

ました。そのような中で、人
じん

類
るい

の生活はどのように変
か

わ

ってきた
 

のでしょうか。 

特
とく

にこの百
ひゃく

数
すう

十
じゅう

年
ねん

の間には、今の私
わたし

たちの生活に欠
か

か

せないものとなった電気や自
じ

動
どう

車
しゃ

などを発
はつ

明
めい

し、さらに

この数
すう

十
じゅう

年
ねん

の間には、パソコンやインターネット、スマー

トフォンなどが誕
たん

生
じょう

したことで、私
わたし

たちの生活はますま

す便
べん

利
り

で豊
ゆた

かなものとなっています。 

ただし、人
じん

類
るい

にとっての豊
ゆた

かな生活は、未
み

来
らい

の地球や他

の生き物
もの

だけでなく、私
わたし

たち人
じん

類
るい

にとっても、良
よ

いもの

ばかり
 

とは言えま
 

せん。例
たと

えば、地球温
おん

暖
だん

化
か

という環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

は、「この百
ひゃく

数
すう

十
じゅう

年
ねん

の人
じん

類
るい

の行動
こうどう

が原
げん

因
いん

」と考えられて

いて、私
わたし

たちがこのままの生活を続
つづ

けていると、いずれ

暮
く

らしにくい地球になってしまうと心
しん

配
ぱい

されています。 

 しかし、人
じん

類
るい

はこれまで知
ち

恵
え

を出し合い、協
きょう

力
りょく

しなが

ら、たくさんの問題も解
かい

決
けつ

してきたので、今を生きる私
わたし

たちにも環
かん

境
きょう

問題を解
かい

決
けつ

することはできるはずです。 

しかも、その解
かい

決
けつ

に向けて、いずれ大人になる小学生の

みんなには、無
む

限
げん

の可
か

能
のう

性
せい

があります
 

。 

 まずは、どんな環境
かんきょう

問題があるのかを調
しら

べてみて、

みんな
 

の地球や未
み

来
らい

のために、どんなことができるのか

をお友
とも

達
だち

や家
か

族
ぞく

、先生などと話してみましょう。 

レイチェル・カーソンさん

は、1900年代の半
なか

ばに地球の

さけびを人
じん

類
るい

に伝
つた

えた生
せい

物
ぶつ

学
がく

者
しゃ

・作
さっ

家
か

。今の地球環
かん

境
きょう

に

良
よ

い影
えい

響
きょう

をあたえてくれた

人と言われていて
 

、彼
かの

女
じょ

は
 

、

子どもに
 

とって「センス
 

・オ

ブ・ワンダー(神
しん

秘
ぴ

さや不
ふ

思
し

議
ぎ

さに目をみはる感
かん

性
せい

)がとて

も重
じゅう

要
よう

」だと言っているよ。 

外でも遊
あそ

びながら、 

自
し

然
ぜん

や生き物などに 

目を向
む

けると新しい 

発
はっ

見
けん

があるかも!? 

3 

地球
ちきゅう

を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！② 

4,600,000,000 年 

5,000,000 年 

200,000 年 



           

           

           

           

           

           

           

           

私
わたし

たちも地
ち

球
きゅう

上
じょう

でくらす生き物の一つ 

 太陽
たいよう

系
けい

の星の中でただ一つだけ 

生
せい

物
ぶつ

がいると言われているのが、 

私
わたし

たちの星
ほし

「地球」です。 

 地球で生物が誕
たん

生
じょう

したのは 35億
おく

～40億
おく

年くらい前に、

海
うみ

の中で誕
たん

生
じょう

したと考えられています。 

 その誕
たん

生
じょう

した生物が、長い年月の中で絶
ぜつ

めつや誕
たん

生
じょう

、進
しん

化
か

などをくり返
かえ

し、今の地球上には、わかっているだけで

約
やく

175 万の生物、また、まだ人
じん

類
るい

が発
はっ

見
けん

できていない生

物をふくめると、約
やく

3000 万の生物がいるのではないかと

考えられています
 

。 

 みんなは、私
わたし

たちの生活がたくさんの生物たちに支
ささ

え

られていることを知っていますか。 

 例
たと

えば、植
しょく

物
ぶつ

は酸
さん

素
そ

を作り出し、目に見えない小さなバ

クテリア(細
さい

菌
きん

)は土や水をきれいにしてくれます。また、

さまざまな動
どう

物
ぶつ

や野
や

菜
さい

などが私
わたし

たちの食べ物
もの

になるな

ど、たくさんの生物のおかげで、私
わたし

たちは今の生活をす

ることや、生きていくことができる
 

ようになって
 

います。 

 しかし、人
じん

類
るい

の生活は、3000 万の生物のお家
うち

「地球」

の環
かん

境
きょう

をこわそうともしています。例
たと

えば、前のページで

紹
しょう

介
かい

した地球温
おん

暖
だん

化
か

という環
かん

境
きょう

問題もその一つで、その

ほかにもごみ問題など、近
きん

年
ねん

の人
じん

類
るい

の生活が原
げん

因
いん

となっ

ている環
かん

境
きょう

問題はたくさんあることがわかっています
 

。 

今を生きる私
わたし

たちにできることは、何でしょうか。 

それは、未
み

来
らい

の地球やほかの生き物たち、そして自分た

ちのためにも、環
かん

境
きょう

にやさしい生活、環
かん

境
きょう

にやさしい行
こう

動
どう

を心がけていくこと
 

です。 

 どんな生き物が、私たち人
じん

類
るい

の生活を支
ささ

えてくれてい

ると思う？また、私
わたし

たち人
じん

類
るい

が、ほかの生き物のために

できることって、どんな
 

ことだろう？ 

4 

生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

とは？ 

生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

とは、いろい

ろな生き物が、さまざま
 

な

自
し

然
ぜん

の中に暮
く

らし、おたが

いがつながり合
 

っている

ことを
 

言うよ。水や食
しょく

料
りょう

、

木
もく

材
ざい

、衣
い

服
ふく

や薬
くすり

をはじめ、

私
わたし

たちの暮
く

らしは、生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

がもたらす恵
めぐ

みで成
な

り立
た

っているんだ。 

だから
 

自
し

然
ぜん

は 

大切
 

にしよう
 

ね！ 

地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！③ 
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 食品ロスを減
へ

らすために、どんな「あたり前」を身
み

につ

けていくと良
よ

いと思う？いっぱい身
み

につけてみよう！ 

「あたり前
 

」をいっぱいつくろう！ 

「朝起
お

きたら…」、「ごはんを食べる前には…」、「学校か

らお家
うち

に帰ってきたら…」など、みんなには、 

どんなあ
・

た
・

り
・

前
・

の行
こう

動
どう

がありますか。 

例
たと

えば、食事
しょくじ

について考えてみましょう。 

みんなは、学校給
きゅう

食
しょく

をふくめ、毎日のごはんを残
のこ

さずに

食べています
 

か。 

じつは、「食べ残
のこ

し」をふくんだ食
しょく

品
ひん

ごみが、世
せ

界
かい

中
じゅう

で

問
もん

題
だい

になっています。「まだ食べられるのに捨
す

てられてし

まう食品
しょくひん

」のことを「食品ロス」と言って、「食べ残し」

のほかに、「売れ残
のこ

り」や「賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

・消
しょう

費
ひ

期
き

限
げん

切
ぎ

れ」な

どといった理
り

由
ゆう

から、食品ごみになってしまいます。 

日本で一年間に発
はっ

生
せい

する食品ロスの量
りょう

は約
やく

570 万トン

(5,700,000×1000kg)で、これを日本人
 

一人一日あたりで

表
あらわ

すと、「毎日お茶わん一杯分
いっぱいぶん

のごはんの重さ」と同じく

らいの食品ロスが出ていることになります
 

。 

とても「も
・

っ
・

た
・

い
・

な
・

い
・

」と思いませんか。 

世界には貧
まず

しい国
くに

々
ぐに

があって、満足
まんぞく

に食事
しょくじ

をとること

もできない人々
ひとびと

がいます。そうした人々
ひとびと

へ、世界の豊
ゆた

かな

国
くに

々
ぐに

からえん助
じょ

される食品の量
りょう

を合わせると、一年間で

約
やく

420 万トンあるそうです。もちろん日本もえん助
じょ

をし

ている国の一つですが、日本だけの食品ロスの量
りょう

が、

はるか
 

に多いことについて、どのように感
かん

じますか。 

また、食品ロスだけでなく、人
じん

類
るい

が出す「ごみ」は大き

な環
かん

境
きょう

問題にもつながっていて、世界中の人々
ひとびと

がごみを

減
へ

らす行
こう

動
どう

をしています。みんなも、「ごみを減
へ

らすこと」

を「あ
・

た
・

り
・

前
・

の行
こう

動
どう

」にしましょう。 

成
せい

長
ちょう

期
き

のみんなにとって、

毎
 

日の食事は大きな体をつく

っていく大切なもの
 

で、また、

生きていくために必
ひつ

要
よう

なエネ

ルギーになる
 

んだ。 

アレルギー
 

などで食べられ

ないもの
 

もあると思います。 

けれど、好
す

ききらいや、お

やつの食
た

べすぎなどでごはん

を残
のこ

したりすることがない
 

よ

うにしよう
 

ね！ 

今日
きょう

もごはんを 

モリモリ食
た

べよう！ 

地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！④ 



           

           

           

           

           

           

           

           

豊
ゆた

かな未
み

来
らい

をつくるための

世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

の目
もく

標
ひょう

を SDGs
エスディージーズ

と言いま
 

す。 

17 の問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

していく

ことから 17色
 

になっていて、

それ
 

ぞれの問題が関
かん

係
けい

し合っ

ていることを表
あらわ

すために丸

いマークになっています
 

。 

例
たと

えば、ごみを減
へ

らすこと

は、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

を防
ぼう

止
し

するこ

とにもつながる
 

んだよ！ 

6 

便
べん

利
り

なものを上手に使
つか

っていこう！ 

身
み

の回りにあるも
・

の
・

を想
そう

像
ぞう

してみましょう。 

人
じん

類
るい

は、生活していく中で、たくさんの 

便
べん

利
り

なも
・

の
・

を生み出
 

してきました。 

例
たと

えば、狩
か

りをするのに「やり」、ごはんを食べるのに

「お皿
さら

」など、長い年月をかけてたくさんの便
べん

利
り

なも
・

の
・

を

作り、ここ百
ひゃく

数
すう

十
じゅう

年
ねん

では電気、自
じ

動
どう

車
しゃ

、テレビ、パソコン、

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

など、数えきれないほどの便
べん

利
り

なも
・

の
・

を発
はつ

明
めい

し、

誕
たん

生
じょう

させてきたことから、今の私
わたし

たちはとても
 

便
べん

利
り

で豊
ゆた

かな生活ができる
 

ようになっています。 

ただ、人
じん

類
るい

が生み出した多くのも
・

の
・

は、作る時にも使う

時にも二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

( C O
シーオーツー

2)というガスを発生
はっせい

させてしま

います。この二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

が地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

となってい

るので、今の時
じ

代
だい

を生きる私
わたし

たちは、できるだけ二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出さない生活をしていかなければなりません
 

。 

そのため、会社 (作る側
がわ

)は地球にやさしい 

製品
せいひん

を作っていき、私
わたし

たち消
しょう

費
ひ

者
しゃ

(使う側
がわ

)は 

便
べん

利
り

なも
・

の
・

にたよりすぎないようにするなど、 

上手に使っていかなければなりま
 

せん。 

なぜなら、便
べん

利
り

なものを使
し

用
よう

すればするほど、地球に大

きなダメージをあたえ、私
わたし

たちの未
み

来
らい

をこわしてしまう

ことが心配
しんぱい

されているからです。 

だから、未
み

来
らい

の地球の環境
かんきょう

を守
まも

るため、小学生のみんな

にも「つかう側
がわ

の責
せき

任
にん

がある」ということを覚
おぼ

えて、便
べん

利
り

なも
・

の
・

を上手に使う方
ほう

法
ほう

や、たよりすぎない方
ほう

法
ほう

をたく

さん考えてみましょう
 

。一人ひとりが考えついた方
ほう

法
ほう

は、

地球にやさしい立
りっ

派
ぱ

な「発
はつ

明
めい

」  です。 

 どうすれば、電
 

気
 

やガス・ガソリンなどのむだなエネルギー

を使
 

わなかったり、エネルギーの消
しょう

費
ひ

量
りょう

を少なくすることが

できるかを考
 

えてみよう！ 

地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！⑤ 
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 生活の中のどんな場
ば

面
めん

で「もったいない」という言葉が

出てくるかな？「もったいない
 

」と思うことがあったら、

「もったいない」ことがなくなる
 

ようにしてみよう！ 

「もったいない」は未
み

来
らい

をつくる合
あい

言
こと

葉
ば

！ 

MOTTAINAI
も っ た い な い

 

この言
こと

葉
ば

は、外国の言葉ではありません。 

何百年
なんびゃくねん

も前に生まれた日本語で、漢
かん

字
じ

では「勿
もっ

体
たい

無
な

い」

と書き、「もったいない」という言葉には、「まだ役
やく

に立つ

のに、むだにされて残
ざん

念
ねん

」という意
い

味
み

があります。 

英
えい

語
ご

では「wasteful
ウ ェ イ ス ト フ ル

」という「むだ」という単
たん

語
ご

はあり

ますが、「もったいない」という単
たん

語
ご

には「残
ざん

念
ねん

」という

感
かん

情
じょう

もふくまれているのです。 

この日本特
とく

有
ゆう

の言葉で、日本人ならではの考え方に感
かん

動
どう

し、この言葉の意味がもつ考え方を、世
せ

界
かい

に広めようと

した一人の外国人女性
じょせい

がいます。日本からはるか遠くの

国ケニアで、環
かん

境
きょう

を守
まも

る活
かつ

動
どう

をしていたワンガリ・マータ

イさんで、環
かん

境
きょう

にかかわることで初
はじ

めてノーベル平
へい

和
わ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

しています。彼
かの

女
じょ

は、「もったいない」という考え

方が地球環
かん

境
きょう

にとってやさしい生活につながっていくと

考え、世界中に「MOTTAINAI
も っ た い な い

」という言葉を広める活
かつ

動
どう

をしていきま
 

した。 

地球の環
かん

境
きょう

を良
よ

くしていくための「合
あい

言
こと

葉
ば

」として、日

本の言葉が使
つか

われるのはとてもうれしいことですが、日

本人のみんなは「もったいない」という言葉を意
い

識
しき

して、

毎日の生活をすごして
 

いますか。 

「おはよう」や「ありがとう
 

」などは、生活している中

で自
し

然
ぜん

と声に出てくる言葉だと思います。「もったいな

い」という言葉も、自
し

然
ぜん

と声に出る言葉、心の中でとなえ

ることができるような言葉になると、未
み

来
らい

の地球はとて

も良
よ

い環境
かんきょう

になるでしょうね。 

地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！⑥ 

 冬に欠
か

かせない暖房
だんぼう

は、使

えば使うほど二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出

してしまいます。暖
あたた

かい空気

は、上に行く特
とく

徴
ちょう

がある

ので
 

、暖
だん

房
ぼう

をつけていても「足
あし

元
もと

が寒
さむ

い」と感
かん

じたことがあ

ると思
 

います。 

そんな時は、暖
だん

房
ぼう

の設
せっ

定
てい

を

強くするのではなく、靴
くつ

下
した

を

はいたり、扇
せん

風
ぷう

機
き

を天
てん

井
じょう

にむ

けて回
まわ

すなどと 

いった工夫
くふう

をす 

ると、地
ち

球
きゅう

に 

やさしい
 

よ！ 



        

           

           

           

           

           

           

           

みんなにとって「ごみ
 

」ってなんですか。 

 

 

 

 

 

 

 

ごみは、私
わたし

たちにとって「いらなくなったもの」です。 

でも、いらなくなる基
き

準
じゅん

は、人それぞれです。 

例
たと

えば、新しい靴
くつ

を買いました。靴
くつ

が入っていた箱
はこ

をご

みと感
かん

じて捨
す

てる人もいれば、その箱が何かに使
つか

えると

感じて捨
す

てない人もいます。 

物
もの

の価
か

値
ち

のみえ方
かた

のことを「価
か

値
ち

かん」と言います。 

私
わたし

たちの身
み

の回
まわ

りにはたくさんの物があって、お金が

あれば、なんでも買える時
じ

代
だい

なのかもしれません。 

けれど、どんなにお金があっても「未
み

来
らい

の豊
ゆた

かな環
かん

境
きょう

」

を買
 

うことはできません。 

未
み

来
らい

の豊
ゆた

かな環
かん

境
きょう

は、「守っていこう」というみんなの

気
き

持
も

ちと行
こう

動
どう

があって、手にいれることができます。 

 ごみは、出れば出るほど処
しょ

分
ぶん

するのにお金もかかり、ま

た、環境
かんきょう

も悪
わる

くしてしまうやっかいな物
もの

です。 

そのため、ごみを減
へ

らしていくことは、地球やみんなの

未
み

来
らい

にとって、とても大
たい

切
せつ

なことです。 

 より良
よ

い未来
みらい

とするために、お友
とも

達
だち

や家
か

族
ぞく

などとも声

をかけ合いながら、毎日みんなでごみを減
へ

らしいく行
こう

動
どう

をしましょう
 

。みんなの少しずつの行
こう

動
どう

が合わさると、と

っても大きな力
ちから

になります！ 

8 

みんなのちょっとが 大きな力
ちから

に！ 

生ごみ、 

ほこりくず 

よごれたもの われたり、やぶれたり 

こわれたもの 

古くなって 

使
つか

わなくなったもの やくわりを終
お

えたもの 

 生活している中で、どこからごみが発
はっ

生
せい

するかな？ 

３ R
スリーアール

を使って、ごみを減
へ

らす作
さく

戦
せん

を考えてみよう！ 

地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！⑦ 

ごみを減
へ

らす合
あい

言
こと

葉
ば

 

３R
スリーアール

＋ R 

Reduce
リ デ ュ ー ス

 (ごみになるものを減
へ

らす) 

Reuse
リ ユ ー ス

 (くり返
かえ

し使
つか

う) 

Recycle
リ サ イ ク ル

 (原
げん

料
りょう

にもどして使う) 
＋ 

R〇〇〇〇〇 (？？？) 
 

Refuse
リ フ ュ ー ズ

(もらわない)、Repair
リ ペ ア

(しゅ

うりする)など、Rから始
はじ

まる合
あい

言
こと

葉
ば

はたくさんあるよ。 

例えば、Remember
リ メ ン バ ー

(覚えておく)。 

まずは、ごみ
 

の分け 

方を覚
おぼ

えることに 

チャレンジ
 

だ！ 



           

           

           

           

           

           

           

           

「地
ち

球
きゅう

」をたくさんの生き物
もの

たちが住
す

む「大きな家」と

例
たと

えるなら、海や川、山や平
たい

らな場
ば

所
しょ

などは、大きな家の

部
へ

屋
や

みたいなものです。 

私
わたし

たち人類は、陸
りく

で生活する生き物 

なので、日
ひ

頃
ごろ

から海という部屋の中を 

のぞくこと
 

はありません。しかし、船
ふね

や水
すい

中
ちゅう

カメラ、ある

いはコンピューターなど、便
べん

利
り

なものを作ってきたこと

で、海
うみ

の中を見たり、海の中がどのようになっているのか

を想
そう

像
ぞう

することもできる
 

ようになりました。 

世界の研究者
けんきゅうしゃ

たちの計算では、人類が今の 

ままの生
 

活を続けていると、2050年の海の中 

は、全
すべ

ての魚の量
りょう

よりプラスチックごみの量
りょう

が 

多
おお

くなってしまうそうです。(量
りょう

☞重
おも

さ) 

なぜ、魚が住む部
へ

屋
や

に、たくさんのプラスチックがある

のでしょうか。それは、人
じん

類
るい

が生み出したプラスチックを

人類が正しく処
しょ

分
ぶん

しないからです。 

例
たと

えば、道
どう

路
ろ

や公
こう

園
えん

などにポイ捨てされたプ 

ラスチックは、軽
かる

くて丈
じょう

夫
ぶ

なので雨や風
かぜ

で川へ、 

そこから海へと流れつき、プラ
 

スチックは水に 

強
つよ

いことから、ずっと海
かい

中
ちゅう

をただよっています。 

砂
すな

浜
はま

にごみが落ちていたとしたら、その多く 

が海
かい

中
ちゅう

から打
う

ち上
あ

げられたものでしょう。 

たった今も海の中には、大量のプラ
 

スチック 

がプカプカと浮
う

かび、また、陸
りく

からさらに大量 

のプラスチックが流
なが

れこんでいるようです。 

お魚
さかな

さんのために、なんとかしないとね！ 

9 

お魚
 

さんたちが たいへん / 

 年間 800 万トンもの大
たい

量
りょう

のプラスチックごみが、海
うみ

に

流
なが

れていって
 

いるんだよ。 

 プラスチックは、波
なみ

の力や

太
たい

陽
よう

光
こう

などによって細かくな

り、また、有
ゆう

害
がい

な物
ぶっ

質
しつ

をくっ

つけてしまう性
せい

質
しつ

がありま

す。その細かいプラス
 

チック

を魚が食べ、人
じん

類
るい

がその魚を

食
た

べるので、いずれ人の体に

も影
えい

響
きょう

が出て 

しまうの
 

で
 

はな 

いかと考
 

えられ 

ています
 

。 

 ここでも３Rが使
つか

えそうだね。海もふくめて、地球全
ぜん

体
たい

をきれいな環境
かんきょう

とするためには、どうすればいいかな？ 

地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

を考えてみよう！⑧ み
ん
な
の
地
球
を 

き
れ
い
に
！ 



           

           

           

           

           

           

           

           

二宮町
 

のホームページから、４コマまん

がをダウンロードすることができ
 

ます。 

印
いん

刷
さつ

して、ぬり絵
え

を楽
たの

しみながら、未
み

来
らい

づくりについて考
かんが

えてみましょう！ 

10 

～地球を救
すく

う作
さく

戦
せん

～ 募
ぼ

集
しゅう

 
「ごみや二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を減らすこと」「自
し

然
ぜん

を守る

こと」などといった「地球を救
すく

うことにつながる作
さく

戦
せん

」を募
ぼ

集
しゅう

します。集
あつ

まった作
さく

戦
せん

を、町のホームペ

ージなどで他の人にも教
おし

えてあげて、子どもから大

人までのみんなで、地球を救
すく

っていきましょう！ 

①名前(ひらがな)またはニックネーム 

②小学校名 ③学年 

④作戦の内容 

⑤アピールポイント(あれば) 

①～⑤を記入して、郵便かメールで送ってね！ 

〒259-0196 (住所不要) 二宮町生活環境課宛 

✉kankyo@town.ninomiya.kanagawa.jp 

メールフォーム 
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へんしゅう

・発行
はっこう

 二
にの

宮
みや

町
まち

 生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

課
か

 ☎0463-71-5879 

おも 

ゆた み らい 

小学生のみなさんへ 
 

今、地球上でおきているさまざまな環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

について、「自分
 

ごと」だと思ってください。 

将来
しょうらい

、みんなが地球にやさしい立
りっ

派
ぱ

な大人に

なって、社会
 

でかつやくしていることを願
ねが

って

いま
 

す。 スクウージャー レッド・ブルー 


